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TheauthorsstudiedtheairpollutionofKagoshimaCityfi･ｏｍＡｐｒｉｌｌ９７７ｔｏＭａｒｃｈｌ９７８ｏｎｔｈｅｆａｌling

dustandthecontentofthesulmroxide，fbrfiveyearsrunning・Ｔｈｅａｍｏｕｎｔｏｆｆａｌｌｉｎｇｄｕｓｔｗａｓｖｅｒｙ

large・Theaveragevalueoftheamountsatthel2measuringpointswasl28､lton/km2･month,andthat

valuewasabout35％increasedcomparingfbrthatofthefbregoingoneyear・Thatvalueisextremely

largecomparingfbrthevalueofothercityofJapan（lO-20ton/km2･month)．

Mostofthefallingdustwasfbrmedfi･omtheflllingashoftheeruptionofＭｔ・Sakurajima,andsome

counter-measuremustbetakequickly・

AverageofthesulfUroxidecontentsatthel2measuringpointswasO､２５ｍｇ/lOOcm2･day,thatwas

equaltothatofthefbregoingoneyear．

１． 緒 論

著者らは数年前から鹿児島市の大気汚染状況を調査

してきた．今回は昭和52年度の調査結果を報告するが，

鹿児島市では人口・交通量・産業の増大よりも，桜島

火山活動の活発化の影響で降下ぱいじん量（降灰量）

の増大が著しいことが判ったので，最近３カ年間の

データを対比してこれらの測定結果について考察する．

２ ．実験方法

鹿児島市内12カ所に設置したデポジットゲージを用

いる既述の方法')2)8)で，昭和52年４月１日より昭和

53年３月29日まで月別に採取した降下ぱいじんを含む

降水について，ｐＨ・降水量・不溶性成分・可溶性成

分・降下ぱいじん量(不溶性成分十可溶性成分）．降下

ぱいじんに付着したタール分・水中の硫酸イオンと塩

素イオン濃度を既述の方法2)により測定し，また同じ

場所で二酸化鉛法による硫黄酸化物量を測定した')2)．

ただし本年度途中（昭和52年９月）より九電紫原住宅

測定地点を近辺の紫原中学校に変更したので表１では

紫原中学校として表示した．

３．実験結果と考察

測定結果を表１に，また表１より得られる鹿児島市

全市平均月別の汚染状況を表２に示した．

この間における鹿児島市測定地点に降灰をもたらし

た桜島の噴煙回数を表３に示した．

これらの結果の二三について考察してみる．

3.1．降下ぱいじん鼠

表２より得られた鹿児島市の全市月別平均降下ぱい

じん量を図１に示す．

鹿児島市は10月から４月頃までは北西の季節風の日

が多く，表３に示すようにこの間では鹿児島市に降灰

をもたらす桜島噴煙の回数は少なく，この間の降灰は

主として桜島南部・西部および大隅半島方面で多く

なっている．

一方５月から９月頃までは東風が多く，図１によれ

ば鹿児島市に大量の降灰があったことが判る．特に８
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表１降下ぱいじんおよび硫黄酸化物量
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表２全市平均降下ぱいじんおよび硫黄酸化物量
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鹿児島市程度の都市の月間降下ぱいじん量は全国の

都市の例では１０～２０トン/km2･月であるから，中山

農協・鹿経大以外の各地点の降下ぱいじんはその量か

ら考えてほとんどが桜島噴煙に基づく降灰であると見
．:．Ｌｉ－

《なすことができるが，この桜島降灰は昭和５０．５１．５２

年度となるにつれて増大の一途を辿っており’昭和5２
．．：

年度は昭和51年度と比べて約35％の増ｶﾛを示している．

しかもその量は市中心部の市役所から甲東中で特に多

く，天文館。朝日通などの繁華街はこの間にあるので

あるから大きな被害を受けていることが判る．特に市

役所の月間平均356.6トン/km8･月という降下ぱいじ

ん量は他の都市に比べると20倍以上という大変な量で

あり，５．８．９の３カ月は実に１０００トン/km2･月

以上という物棲い降灰に見舞われたことが判る．
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月。９月・５月の大きな降灰量は表３の噴煙回数と一

致している．

一方鹿児島市の12の測定地点別の本年度を含めての

最近３カ年間4)5）の１カ月平均降下ぱいじん量の変化

を図２に示す．一

図２は概ね北の測定地点から南に行くにつれ図の左

から右に配列して示した．図２によると昭和51年の場

合のみ，鹿大工・九電などの市中央南よりの地域に相

当の降灰があったが，昭和50年と昭和52年は同じパ

ターンで市中央北より地域の市役所・甲東中・原良小

の降灰量が大きく，大体において南部になるにつれて

減少している．これは年間を通じての風向によるもの

であるが，多少の凹凸があるのは凸部は桜島火口より

の距離が近く凹部は遠い所である．
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3.2．タール分

４月から１月までの降下ぱいじんを集めアセトン抽

出して月間の降下量を求めたが，降下ぱいじんの多い

所，交通量の多い所で多く見出されており，従来の結

果と一致している．

４００

3.3．硫黄酸化物３0０

図３に測定地点別，日平均吸着硫黄酸化物量を示す．

傾向は前報2)-5）と同じであるが，今年度は南中が

0.35ｍｇ/100ｃｍ2.日となり甲東中を抜いて最高の汚染

度を示した．全市平均では0.24ｍｇ/100ｃｍ２．日と昭

和51年度と同じであり，市役所が0.25ｍｇ/100ｃｍ9.日

と大きくないので硫黄酸化物に関しては，鹿児島市街

地では桜島噴火による大きな影響は受けていず，主と

して自動車廃ガスなどによるものと考えられる．
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昭和52年度の鹿児島市の大気汚染状況を調査した結

果，硫黄酸化物濃度については前年度に比べ大きな変

化は見られなかったが，降下ぱいじん量（降灰量）に
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ついては全市平均で35％もの著増を見た．この傾向を

見る限り今年度以降も減少する期待を持つことはでき

ない．特に市中心部への降灰量は甚だしく大きく降灰

除去・住民健康管理その他の緊急対策がとられねばな

らないと考える．

1）

2）

3）

4）

5）
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